
小規模事業者経済動向調査報告書（要約版）から 

 

 

◎平成 29 年 7 月～9 月のＤＩ及び前期（平成 29 年 4 月～6月）との比較 

 

製 造 業：マイナスのＤＩは、１．売上（加工）額及び３．売上（加工）数量

のみとなり、前期と比較して全ての項目が好転の判断となるなど、

景況感の厳しさが改善されてきている。 

建 設 業：全てのＤＩがマイナスとなった。前期と比較して、やや景況感の厳

しさが増した状況が伺える。 

小 売 業：前期に引き続いて５項目全てがマイナスのＤＩである。但し、マイ

ナス幅はやや改善しており、景況感の厳しさに変わりはないもの

の改善の兆しも若干みられる。 

サービス業：５項目全てがマイナスのＤＩとなり、前期の好況感が一転している。

次期のＤＩ値に注意が必要。 


